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この国の精神医療を変えるために。

原告募集基準と条件
募集基準

①　おおむね 1年以上の継続した入院歴のある方（入院形態は問いません）
②　日本の精神医療を良くしたいという意思のある方

募集条件

①　研究会の会員になること。入会金は3000円です。年会費も3000円です。
②　退院後、3年を経過していると時効という、法律上の規定を理由に敗訴す
る可能性があることを理解していただくこと。

　
　※私たちは裁判を起こすにあたり、できるだけ多くの皆様のご経験を聞かせていただ

きたいと考えております。原告となることまでは考えられなくても、ご自身の被害
経験から、この国の精神医療を変えたいというお気持ちがある方は、まずはお話を
お聞かせください。同様に、ご家族の方のお話もお待ちしております。

精神国賠研究会　規約
第１条（名称）
この会の名称を「精神医療国家賠償訴訟研究
会」（略称：精神国賠研）とします。
第２条（目的）
この会の目的は、我が国の精神医療の現状を
変えるための国家賠償請求訴訟についての研
究を行うこと、及び、裁判闘争の遂行です。
　また、目的の遂行に必要な懇親会やレクリ
エーションなどの交流事業を行うことがあり
ます。
第３条（会員）
会員は、この会の目的に賛同し、規約によっ
て定められた入会費と年会費を納めた者とし
ます。
　現在の入会費は 3000 円、年会費も 3000
円です。
第４条（事務局）
この会の所在地を、
〒 206-0801 東京都稲城市大丸 60-11NPO 法

人わくわくに置きます。
　この会の事務局員として、事務局長、会計
責任者、メーリングリスト管理者、ホームペー
ジ管理者、その他必要に応じた事務局員を置
くこととします。
　なお、この会の連絡先については、下記の
とおりとします。

記
住　所　〒 399-0102 長野県諏訪郡富士見町
	 落合 3762-19FREE BIRD 東谷幸政
電　話　090－8818－8268
メール　higashitani1211@docomo.ne.jp
第５条（メーリングリストへの入会）
会員は、希望により、この会のメーリングリ
ストに加入することができます。
第６条（退会）
会員の退会は、口頭もしくは文書にて退会を
事務局に申し出ることにより、退会すること
ができます。この場合、入会費及び年会費の

返金はいたしません。
第７条（除名）
会員が、次に該当するときには、除名される
ことがあります。
（１）事務局から催促されたにもかかわらず、

年会費を納めない場合
（２）本会の名誉を傷つける行為または本会

の運営を妨害する行為をしたときで、
事務局から注意を受けたにもかかわら
ず、これを止めない場合

第８条（会計及び活動の年度）
　2013 年１月の会の発足にあわせて、毎年
の年度活動を１月１日から 12 月 31 日まで
とします。
　毎年２月の例会を総会とし、会計状況の報
告と事務局の改選を行います。
附則：この規約の発効は 2015 年 11 月 28 日
からとします。

精神医療国賠訴訟の会とは？
わが国の精神医療は入院医療に大きく依存しており、医療費のほとんど
が私立精神科病院で使われています。入院医療の質はたびたび国際機関か
ら批判声明が出されるほど、国際水準から見て劣悪といえます。私たちは
この現状を変えるために、国の不作為責任を司法の場で問い、精神医療を
抜本的に改革する方向転換をめざしています。この会は、2013 年１月に
結成され、精神医療・福祉従事者、弁護士、ジャーナリスト、大学研究者、
当事者、家族で、毎月の例会・研究会を開いてきました。現在は、裁判の
ための法理論構成と歴史の検証に重点を置いて研究活動をしております。

世界の主流は地域精神医療
たとえば、カナダのバンクーバーは、世界でも先進的な精神医療を実践
している地区です。平均の入院期間が１週間から 10 日で、日本のような
超長期入院の方は、ほとんどいません。多剤大量療法といわれる、日本の
精神医療を特徴付ける薬漬けもありません。重い精神障害をもっていても、
ケアチームによる自宅への出張サービスが受けられ、ひとりひとりが地域
社会のなかで生き、人生が尊重されています。イギリスやイタリアをはじ
めとする欧米各国も、このような地域ケアシステムが出来上がっています。
すでに世界の趨勢は地域でのケアが当たり前で、医療と生活、人権の尊重
がバランス良くシステム化されています。

人権が尊重されない日本の精神医療
しかし、日本の現状はどうでしょうか。相変わらず、薬漬けにより当事
者は苦しめられ、慢性化して閉鎖病棟に長期間閉じ込められています。病
気は治っているのに、地域での支援が無いために入院を継続している社会
的入院者が数万人おり、毎年 2万人を超える方々が精神科病棟内で亡く
なっています。退院後の生活を支えるグループホームの数も多様性も全く
足りません。不当な入院継続などを審査する精神医療審査会制度もほとん
ど機能していません。人権の尊重には未だに遠い現状です。

なぜ、変わらないのか？
閉じ込めるだけの精神医療は施設症を産み、むしろ有害であることが世
界の常識です。繰り返し、国連やＷＨＯ、国際法律家委員会などからも、
日本政府に批判や改善勧告が出されていますが、状況は変わりません。そ
れは、日本の精神科病院の９割が民間であり、営利を追求せざるを得ない
ためです。利益確保のために、退院よりも入院患者でベッドを埋めること
を選ぶ病院経営が常態化しています。
この改革に、厚労省は斬り込めていません。当事者の家族にとっては、
公的な支援が乏しいために病院が必要とされ、当事者にとっては利用でき
る地域資源が乏しいために病院に頼るしかないのが日本の現状です。この
構造を抜本的に変える必要があります。

国家賠償請求訴訟が必要です。
この国の精神医療を抜本的に変えるために、国の不作為を追及する国家
賠償請求訴訟を提起したいと考えています。私たちのアクションに賛同し
て頂ける方々のご支援とご協力を心よりお願い申し上げます。

堀部　正さん（八王子）
人生にとって大切な 30代を精神
病院で過ごさなければならなかっ
たのは、とても残念です。長期入
院になりすぎて、退院を怖くなっ
た仲間もいました。
このような現状を変えるために立
ち上がりました。

A さん（多摩市）
長期の入院を強制されて、多くの
薬を大量に飲まされて、副作用に
苦しめられました。主治医に訴え
ても、まともに聞いてもらえずに、
ばかにする態度でした。人権が無
視されたままの現状を変えて、僕
のような思いをする人が出ないよ
うにと、原告になることを決めま
した。

原告予定者から


